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1956 年， Bendr (1956 ）は特徴ある健忘エピソード
を示す症候群について報告し Syndrome of iso lated 
episode of confusion with amnesi と呼んだ. Fish-
er, Adams (1964 ）は同様の症候群を Transiet
Globa Amnesia （一過性全健忘，以下 TGA と略
す）として報告し以後この名称が一般的に用いられ
ている TGA は中高年齢層に突然に発症しエピソー






































とを自覚した．翌日 2月 2 日に
当科外来を受診した際には， 1 
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現病歴および経過： 1985 年 2月17 日，患者は 5時に起


















症例 4 : 49 歳，女性，公務員．
家族歴：精神神経科的遺伝素因はない．
既往歴： 4 歳時に高血圧を指摘された. 47 歳時に痔核




























現病歴および経過： 1986 年 7月16 日，右下顎第 1及び
第 2大臼歯の抜歯術を受けた．手術当日，患者は 6 時




行われた. 1 時15 分，医師はもう 1本抜くことを説明











dl, トリグリセライド264mg/ dl と高値である以外
は，頭部 CT および内科的諸検査で異常はなかった．








症例 5 : 43 歳，女性，工場勤務．
家族歴：精神神経科的遺伝素因はない．
既往歴： 29 歳で第 2児を出産した頃から月経不順のた
め年に 1度婦人科的検査を受けていた．高血圧，てん
かんの既往はない．
現病歴および経過： 19 年10 月15 日， 6 時に起床した．














テロー jv248mg/dl ，血小板数397 ×103/ μlとやや
高値であった以外は頭部 CT および内科的諸検査で異
常はなかった．脳波では， slow α波傾向がみられ，
6 Hz の 0 波の混入がみられた．最終的に，エピソー
ド前日の夕方から当日 9時までの部分的逆行性健忘と
当日の 9時から 17 時までの全健忘が残った．




































i u r d
ペ｜
H C ω  
















































主 主 主 〈
S Y
き 主 主 言 手 ・ ミ
43
・z














？ 若 手 長 玉 ？ 手
4 333





f 3 1 J I r
ぎ












マ 宣 言 、 、
ぐ52
53
ミ ミ 三 忌 否 、
〈F A
者 会
E i z j 4 P 4 4
よ 〈 〆 ・
1号 、




く3 4 4 j s
どr i d s
－
yI 7 4 3






l l 〈 モ ョ
マ4
5 ・ そ く
J 4J E p f 4 1 S J J 3 1 2 t L
1 2
一f 3 1 1 L r j
、ryj
I 2 2 l i f t
－－






j 7 7 i z

































E i E S
｛ ？






2 1 i t j
下
t i f l i p
－ －
t i
ti l J 7 7 i i f i e f









1 1 1 1 1 L S
〈




p f l b
y













・t P 4 2 1 1 2 1 3





J n k t
？t
－ 〉 三
下 〉 三 弘
、 手
f E z b
とE J
ど ど を と ど ず 止 ま と
5 F 4 i d
－ 主















可i t d E
｝t
三L f f i s t
－
－








主 主 ど と 者 吾 、 三 宮 下
三E S J




之 、 〈 三 万 一 ，





会 す さ ぎ ミ コ ヘ ミ ‘
5



















































0・ ・ ・ ・ ・
0000
18 ム － －













































く， 10 μV程度の高振幅 difuse slow α波傾向が




2回目エピソード，表 2 ). 
。 ：想起可能なもの，
察











経過により，（ 1) 即時記憶 imediate memory （数秒
から数分）， (2 ）短期記憶 short term memory （数分
から 30 分）， (3 ）近時記憶 recnt memory (30 分から
数ヵ月）， (4 ）遠隔記憶 remot memory （数ヵ月以
上）の 4段階に分けられる. TGA はこの中の short
term memory と recnt memory が選択的に障害
されていると考えられている（鶴， 1984 ）.エピソー































(Evans, 196 ; Fogelholm ら， 1975 ；門
田ら， 1981 ; Kushner, Hauser, 1985 ；荻
野ら， 198 ; Shuping ら， 1980 ），てんかん
(Cantor, 1971 ; Lou, 1968 ；鶴ら， 1978),
脳腫虜（山下ら， 190 ），片頭痛（Olivarus




は， Penfield, Milner (1958 ）の両側海馬の外科的
切除により remote memory や思考力，注意力など
は損なわれないが， short term memory の障害と逆
行性健忘が生じるという基礎的報告に TGA の臨床
症状を関連させて，責任部位として海馬一脳弓－乳頭
体系（hipocamus-frnxl body sytem) 
が考えられている．
自験例では，いずれもてんかんの既往はなく，脳波





















1987 ；森岡ら， 198 ；元村・瀬尾， 191). Fisher 



































ではなし、かと述べている．また， Caplan (1985 ）は，









自験例では， 7症例に起こった合計 9回の TGA エ
ピソード（そのうち 2 回は複合型 TGA ）において，
7エピソードに発症の誘因となった出来事の存在が確










また，発症年齢に関しては， Caplan (1985 ）は485
例の平均発症年齢が， 60. 14 歳 (13 歳～69 歳）であっ
たと報告しているが，自験例においても， 9回のエピ







当教室で過去20 年間に経験した TGA の 7症例につ
いてとくにその発症誘因について検討しまとめて報
告した．これらの 7症例に起こった合計 9回の TGA
エピソード（そのうち 2 回は複合型 TGA ）において，
発症誘因として，寒冷による急激な環境温度の変化が
3例，入浴が 1例，性交が 1例，不眠が 1例，局所麻
酔薬注射が 1例に認められ， Fisher の報告を含めた
従来の報告よりも高率に発症誘因の存在が確認された
（なお，症例 2 は文献17 ，症例 3 および症例 4 は文献
15 ，症例 5 は文献18 ，症例 7 は文献19 と同一症例であ
る．）
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